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月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日 入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

「里」短歌会
菊池短歌会
七城短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

木原 ☎0968（24）0776
安藤 ☎0968（25）4285
佐々 ☎0968（24）3761

図 書 館 公 民 館図 書 館 公 民 館

ホームページ

公民館主催講座（市民大学）の
館外研修を紹介します！ 

●�旭志わくわく大学（10月22日、旭志公民館）
　御船町で、ロマンと芸術に満ちた研修を実施しました。
恐竜博物館で40億年の生命の旅に触れ、白壁の古建
築「御船街なかギャラリー」を見学。平成音楽大学で
学食ランチと学
生の生演奏を楽
しみ、校舎見学も
行 い、有意義 な
一日となりました。

●�七城楽しく学ぶ大学（11月12日、七城公民館）
　受講生56人で館外研修を実施しました。戦後80年
の節目として「平和の尊さ」をテーマに、大刀洗平和記
念館や大刀洗公園、高
良大社を訪問。語り部
から大刀洗飛行場や大
空襲の事実を聞き、戦
争の悲惨さと平和の大
切さを改めて学びました。

●�ふるさと生き活き大学（１１月19日、泗水公民館）
　山鹿市で八千代座と鞠智城の研修を実施。八千代
座ではガイドから、江戸時代から伝わる芝居小屋のさ
まざまな仕掛けや歴史について説明を受けました。
　鞠智城でもガ
イドからの 説明
があり、新たな見
聞を広 げること
ができ、皆さん満
足の一日でした。

●�菊池さわやか大学（11月20日、中央公民館）
　小国町に出向き、北

きた

里
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三
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記念館や下城の大イ
チョウを巡りました。爽やかな秋空の下、参加者の皆
さんは歴史と自
然に触れながら、
笑顔あふれるひ
とときを過ごしま
した。
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師匠による子どもも大人も楽しめる落語
の講演会です。家族での参加をお待ちしています。
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2月1日㈰ 
[開場]午後1時  [開演]午後1時30分

と　き

昇吉師匠の「家族で楽しむこども寄席」

中学生以下の児童・保護者　30人程度　
（要申し込み）
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